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１．101の国と地域からの研修員等を受入れ

　気候変動や森林減少などの地球環境問題への取

組として、特に熱帯・亜熱帯地域での森林の再生・

保全は大きな課題です。

　林木育種センターでは、開発途上国の森林造成

の推進のために、熱帯・亜熱帯産樹種に関する育種

技術の開発とともに、国づくりの担い手となる人材

に対し林木育種の技術指導などを行っています。

　記録では、昭和50年度にコロンボプランに基づ

く海外集団研修「森林造成技術コース」６ヶ国７名

の研修員を関東林木育種場が受け入れたのが最初

です。その後、研修内容に応じて全国の育種場や平

成８年に設立された西表熱帯林育種技術園でも受

入れを行い、令和元年度までの45年間に101の国

と地域から2,449名の研修員や視察者を受け入れ

ています。

２．多様な研修形態

　研修の形態は、複数の国から研修員が集まる「集

団研修」、同じ国（プロジェクト）の研修員が集まる

「国別研修」、１～２人の少人数で行う「個別研修」

があり、研修期間は１日～３ヶ月程度と様々です。

　研修では、日本の林木育種やジーンバンク事業

の概要、増殖実習などを行っています。

　国際協力機構（JICA）を通じた研修の依頼がほ

とんどですが、山梨県森林総合研究所など地方自

治体を通じた依頼もあります。

３．海外育種技術協力の推進

　平成３年、林木育種センターの組織再編により

海外協力課を新設し、海外への育種技術協力推進

のための体制が強化されました。

　最も多い平成５年度には日本人の派遣専門家へ

の研修も含め35組126名の研修員を受け入れてい

ます。１ヶ月以上の長期を含むこれら研修を行う

ため、研修内容の検討から英語資料の作成、研修員

の健康管理に至るまで対応しなければならず、組

織が強化されたとはいえ当時の講師や担当者の

方々の苦労は大変なものがあったと推察されます。

　ここ数年間は、集団研修を主体に４～５組40名

程度の研修員を受け入れています。

４．今後の研修員の受入れについて

　研修終了後には、研修の評価及び研修員のニー

ズを把握するためアンケート調査を実施していま

す。今後の業務に役立つ、分かりやすい講義、資料

など高く評価されていますが、研修の時間が短い

という意見も多くあります。また、今後必要な分野

として「DNA分析」を多くの研修員が回答してお

り、これらの意見を参考に今後のカリキュラム等

を検討したいと考えています。

　日本の林木育種技術がそれぞれの国で生かさ

れ、最終的には世界の森林の再生・保全に役立って

くれることを期待しています。

（海外協力部　海外育種情報主幹　小林　大樹）

海外研修員等の受入れについて

１．はじめに

　林木のジーンバンク事業では、有用な遺伝形質

を有する樹木について、成体、種子、花粉やDNAな

どを遺伝資源として全国から収集・保存し、大学、

地方自治体の試験研究機関や医療機関等からの

「試験研究」を使用目的とする申請を受けて広く配

布しています（図１）。

２．遺伝資源の点数と配布実績

　令和元年度末現在、成体約29,300点、種子約

11,200点、花粉約4,000点、DNA約400点など計

44,900点の遺伝資源を保存しています（写真１）。

この中で種子と花粉については、保存する前に発

芽試験を行って品質を確認しています。近年の配

布実績は、年間30～40件で推移し、広葉樹の種子

では増加する傾向にあります。

３．遺伝資源の配布と配布予約制度

　遺伝資源の配布を希望する場合には、メール

（idensigen@ffpri.affrc.go.jp）、または、電話

（0294-39-7048）で、森林総合研究所林木育種セ

ンター遺伝資源部保存評価課にお問い合わせくだ

さい。また、配布予約制度を利用すると、まだ遺伝

資源として保存されていない植物体の提供を受け

ることも可能です。

　遺伝資源の配布と配布予約制度については、森

林総合研究所林木育種センターのホームページの

サイト「遺伝資源の収集・保存・配布」

（http://www.ffpri. affrc.go.jp/ftbc/iden/index.html）

上でも紹介しています。

（遺伝資源部　探索収集課　弓野　奨）

「遺伝資源の配布」について

写真１　様々な国からの研修員（令和元年度集団研修)

図１　研修員受入れ人数の推移

写真１　遺伝資源の保存と管理

左：保存施設、中：花粉と保存容器、右：種子の標本

（人）

図１　多様な林木遺伝資源の利用目的


